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法政大学教養部紀要

No.72,1990年

北上川流域における空中塩分の降下特性

井上奉生

Ｉはしがき

河川水質成分の起源は気象学的因子，地質学的因子，人為的因子に大別さ

れる。これらのうち気象学的因子には海水の飛沫が細かい粒子となったもの

(海塩粒子)，土壌粒子や火山からの放出物等が舞い上がったもの，そして，人

為的な石油等の化石燃料の燃焼産物等があげられる。これらの微粒子状物質

（エア厚ゾル，本報告では空中塩分と呼ぶ）は大気の移動により運搬され，そ

れ自体直接的に，あるいは降水に捕足され地表に降下し，河川中に供給され

る。

本研究は海塩粒子の降下が比較的少ないと推定される内陸部に位置する北上

川流域のうち一関市より上流域（約7060kｍ2）を対象にし，空中塩分の降下特
性を気象条件から若干の考察を行ったものである。

Ⅱ調査方法

大気中より地表に降下してくる物質を採取するため，細口のポリエチレン製
ピン（平野部で１１用，山間部で２１用）に径90ｍｍの防虫網をかけたロート

を装着した装置（ベルク法）を使用し，これを一定期間流域の各地点に設置し
た。なお雨量を測定するため，蒸発防止用にオイル（灯油）を少量（数ｍｍの

油膜がはる程度）投入した同様の装圃を併設した。採取地点は上流域の沼宮内

(No.１）から下流域の一関（No.21）の計21地点である（表１，図１）。この装

置ではレインアウト，ウォヅシュアウトロドライフォールアウトを合せて採取
することになる。

設置期間は1988年８月９日～９月８日までの約１ヶ月間である。

分析項目は雨水の主成分と考えられるCI-,ｓｏｨ2-,Ｎａ十，Ｋ+,Ｃａ2÷，Mg2＋の
６項目である。分析方法は次のとおりである。
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表１北上111流域空中塩分観測地点一覧

！ 
地点 涜域 標高 傾斜・方位 地形 備考

沼宮内高等学校 水川 300 綴・南東 与肛１ 段 市街地郊外

２ 安比レ･ｿクゴルフクラプ 松Ⅲ’ 520 組・荷西 111地 山稜・峠

３ 松尾村歴史民俗漬科館 松川 460 綴・iii｢蝋 火111山麓

４ 玉UI村薮j'''１，学校 丹腫川 640 ・南西 谷底WL野 東～西河谷

５ 盛岡市青山 木１１１ 145 ２１K 台地 市街地

６ 雫石町役場 雫石川 200 平坦 段丘 市街地郊外

７ 区界少年自然の家 築川 800 急・南西 111地 山稜・峠

８ 紫波第二中学校 木川 9０ 平坦 沖概低地 市街地郊外

９ 大迫市内111月小学校 稗貫川 200 緩・南西 段丘 南～北同谷

1０ 花巻市薗田小学校 豆沢川 200 急・東 谷底平野 北西～南東河谷

1１ 花巻市矢i尺中学校 猿ケ石川 8０ 平坦 段丘 市街地郊外

1２ 田瀬ダム管理支所 猟ケ石川 200 急・南 谷壁斜面 東～西河谷

1３ 遠野市土淵中学校 擬ケ石川 290 平坦 沖積低地

1４ 沢内村若畑 和賀)1１ 360 組・東 谷底平野 南～北河谷藤原氏宅

1５ 湯田ダム祷理支所 和賀ﾉIＩ 270 急・南 谷壁斜面 東～西河谷

1６ 北上市黒沢尻西小学校 本111 6３ 平坦 沖積低地 市街地

1７ 石溜ダム管理支所 胆沢川 320 急・iＷ 谷壁斜面 東～西河谷

1８ 江刺市人首小学校 人首川 190 組・南東 谷底平野 東～西河谷

1９ 水沢中学校 本）Il 5１ 平坦 沖概低地 市街地
栓

2０ 一関市本寺小学校 qE件jIl 190 鰹・北 段丘 東～西河谷

2１ 一阿市山EI小学校 題井川 3５ 平坦 沖積低地 市街地
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図１ 北上｣Ⅱ流域観測地点位置図

Ｏ：空中塩分観測地点（地点名は表ｌを参照）
○：風向観測地点（地点名は表ｌを参照）
網目部分は標高500ｍ以上の地域
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表２北上川流域における空中塩分分析結果

（1988.8.9～9.8） 

lihLn 
HＯ 地 降水職

(111） 

濃度（ｍｇ／ｌ）

ｓｏ ４ Ｎａ Ｋ Ｃａ Ｍ９ 

Ｐｌｌ 

沼宮内高等学校 1４１９ 1３０ １Ｍ0 ０４２ 1．９６ 0．３０ 0．２１ 6．９０ 

２ 安比レックゴルフクラブ 529 0２４ 0．５４ 0．１０ 0．１３ 0．１６ 0．０９ 5．６２ 

３ 松尾村躍史民僻涜科館 ６７９ 0.31） 1.61） 0．０６ 0．２２ 0．０６ l「 ６Ｍ 

11 玉山村薮川小学校 09イ 0．２１ 0．３０ 0．０５ 0．１２ 0．２８ 0．１２ 6．０７ 

５ 盛岡市奇11」 839 0．４０ 0．８６ 0．１６ 0．０３ 0．１０ T「 5.2JＩ 

６ 雫石町役場 1648 0．４５ 1．２０ 0．１６ 0２８ 0．１２ 0.02 6．４８ 

７ 区界少年自然の家 ２１８２ 0．２５ 0．９８ 0．０９ 0．１２ ０２０ 0．１０ 5．５２ 

８ 紫波第二中学校 1336 ０'1０ 0．８０ 0．１４ 0-08 ０．０６ 『「 5．６４ 

９ 大迫市内川目小学校 2112 0．１８ 0．７４ 0.08 0．１２ 『『 T「 ６１８ 

1０ 花巻市前田'１，学校 2411 q､３２ ０９８ 0． ９ 0．２２ ０．１２ 0．０７ 6．２１ 

１ 花巻市矢沢中学校 1603 0，８０ 0．１０ 0 0 0．１６ 0．０８ Ｔ『 ６．１８ 

２ 田瀬ダム管理支所 1724 0．３６ ０６０ ０． ８ 0．２４ 0．０８ 0．０２ 5．５６ 

３ 運野市±淵中学校 1８３９ 0．１８ 0．４０ 0． 0 0．０６ 0.06 T「 5．９３ 

４ 沢内村若畑 1196 0６５ １０５ ０．１４ 1．０１ 0．１６ 0．２９ 6．０６ 

５ 湯田ダム管理支所 1889 0３６ 0，８６ 0.07 0．１６ T「 U「 6．５３ 

６ 北上市黒沢尻西小学校 2678 0．３６ 0．８６ 0．１１ 0．０３ 0．０８ 0．０５ 5，６３ 

７ 石渕ダム管理支所 6578 0．２８ 1．２０ 0．１０ 0．０３ ｢「 T『 5，３６ 

８ 江刺市人首小学校 1336 0．２８ 0.54 0.07 0．０５ 0.20 0．７０ 5．８７ 

９ 水沢中学校 1851 ０．２０ 0．１８ 0．１２ 0，０３ 0．１０ T「 5．３０ 

2０ 一関市本寺小学校 3766 ０．４０ 0．９０ 0．１７ 0．０３ 0．０６ T「 5．４４ 

２１ 一関市山目小学校 1699 0．４０ 1.00 0．２１ 0．０５ 0.08 0．０２ 6．５８ 

流域平均 0．４０ 1．０１ 0．１３ ０２４ 0１１ 0.05 5．９３ 
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Ｃｌ－：チオシアン酸第二水銀比色法

Ｎａ+,Ｋ＋：炎光分光法

Ｃａ2+,Mg2＋：原子吸光法

SO42-：ク戸ム酸バリウム比色法

なおり各地の地上風向は気象庁地域気象観i1Il風向風速月報および秋田・仙台

における上空約1500ｍ（850ＭＢ）の風向は気象庁印刷天気図より整理した。

Ⅲ調査結果

Ⅲ－１，濃度分布（Ing／J）

流域内の各地点における各成分濃度を表２に示す。以下，各成分ごとにその

濃度分布の特徴を記す。

Ｃｌ~は0.18（No.９）～1.30（No.１）の間にあり，流域平均は0.40である。総

じて奥羽山地側に高い値がみられ，北上山地側で低い値となっている。

SO42-は0.10（No.11)～5.40(No.１）の間にあり，流域平均1.01である。Ｎｏ．

１，３，６，１４，１７の各地点に１mg／』以上の高い値がゑれらるが，これらは

全て奥羽山地側である。

Ｎａ+は0．０５（No.４)～0.42（No.１）の間にあり，流域平均は0.13である。

最高値および最低値を除くと各地点とも流域平均値に近似する。

Ｋ+は0.03～1.96の間にあり，流域平均は024である。０．０５以下の低濃度を

示す地点はNo.１６，１７，１８，１９，２０，２１の各地点でこれらは流域南部である。

Ｃａ2+およびMg2+はそれぞれＴｒ～0.28,Ｔｒ～070の間にあり，流域平均は

それぞれ’0.11,0.05である。両者ともその濃度は低いが，各地点で両者は正

比例の関係にある。

以上の結果，No.１の沼宮内の値が全成分について大きく，注目される。

参考までにｐＨの値をふると6.90～5.24の間にあり，流域平均は5.93となっ

ている。ただし，この値は約1ヶ月間大気と平衡状態にあり，ＲｐＨの値に近
いものと考えられる。

Ⅲ－２，１燦水量

調査期間中の各地点における降水量（ｍ、を表２に示す。また高さ（ｍ、）

に換算した値を表５に，これを分布図にしたものを図２に示した。調査期間中

の日本付近の天気は，極めて多くの熱帯低気圧が南海上（25.Ｎ付近）に発生

すると同時に台風13号，１５号の影響を受けて多量の降水量をもたらした。特に

８月末期には日本海北部の低気圧および前線の停滞等でI暖湿流が入り込み，当
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調査期間中における降水量分布図（、）

（1988.8.9～9.8） 

＊ｌ～21の観測地点名は表１を参照

図２
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調査地域の岩手！『４下は豪雨に見舞れている。北上川流域での降水通分布は南西

部の石渕ダム（No.17)を中心として1000ｍｍ以上の降水があり，その周辺の湯

田ダム（No.15)，花巻前'1１（No.10)，－･関本寺（No.20）が300ｍｍ以上であ

る。その他に300ｍｍを越えている地域は流域東部の早池峰山側（No.７，９）

に蕊られる。250ｍｍ以下の比較的寡雨地域は流域北部の薮川（No.４）沼宮内

（No.ｌ）安比（No.２）であり，他は250ｍｍ～300ｍｍの|剛の値である。

Ⅲ－３，調査期間中の卓越風向

調査期間中の1988年８月９日より９月８日までの日最多風向頻度（％）を気

象庁地域気象観測資料にもとずいて整理したものが表３である。またこれを図

化したものが図３である。なお，印ｌＷｌ１天気図より整理した秋田，仙台における

上空約1500ｍ（850ｍb，２１時）の風向も表３に示した。

岩手県内部の夏季の風向は南風が卓越することが知られているが('〕，地上風

向は非常に地形の影響を受けやすく，とくに河川（谷）の走向とよく一致して

いる。

例えば，好摩（Ｃ）盛岡（Ｆ）紫波（Ｇ）花巻（Ｈ）北上（Ｍ）若柳（Ｎ）

江刺（Ｏ）などは南北に走る北上川の大きな河谷内に位置するため，南を中心

とする風が卓越するが，薮川（Ｄ）雫石（Ｅ）沢内（１）湯田（Ｋ）などの風

向}よそれぞれ北上川支川の河谷の走向に一致している（区１１の河)11位置を参

照)。

このように地上の風向は地形などに影響を受け易いが，期間中における上空

約1500ｍ（850ｍb）の風向を秋田，仙台両地点でゑると，秋田ではＳＷ～Ｓ～

ＳＥ風向が87.2％，仙台で74.2％も占めていることがわかる。この上空での風

向は気圧配置や前線に大部分が影響された風向と考えられる。

Ⅲ－４，各成分の降下量分布

各成分濃度，降水量（ｍＪ)，採取面積により算出した降下量を表４に示す。

また，この値にもとづいて作成したものが図４－１～４－３の分布図である。

以下，各成分ごとにその降下量を記す。なお単位はkg／km2／dayである。

〔C1-〕石渕ダム（No17)，沼宮内（No.１）が９以上で職も降下量が多く，薮

川（No.４）の1.20が最も少ない。流域平均では4.13であるが，総じて奥羽山

地側に多量に降下し，北上山地側に少ない傾向を示している。

〔SO42-〕降下鼓の最高は石渕ダム（No.17)の42.79で最少は花巻矢沢（Nqll）

の0.90である。流域平均は11.00であるが，この平均値より高い地域は流域南

西部と流域北部の地域で，他は平均値より低い。
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表３北上川流域における日最多風向頻度（％）

（1988.8.9～9.8） 

Ｂ 

松尾％

S［３２．０ 

N［１９．４ 

｢SE１２．９ 

sS［９．８ 
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各地点における日最多風向頻度図（％）
（1988.8.9～9.8） 

Ａ～Ｐ：風向観測地点（地点名は表１を参照）
●：空中塩分観測地点（地点名は表１を参照）
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〔Ｎａ+〕多最に降下した地域は石渕ダム（No.17)，一関本寺（No.20）を含む

流域南西部と沼宮内（No.１）の流域北部の一部であり，ともに3.00以上の降

下趣である。流域平均は１．４５であるが，1.00以下の地域は北上山地側と奥羽

山地側の北部に帯状に分布する。

〔Ｋ+〕最も降下量が多かったのは沼宮内（No.１）の14.57で最も少ないのは

盛岡（No.５）の0.29である。流域平均は2.02であるがⅢ流域西部から北部に

かけて多量に降下し，南部から東部で少ない傾向をもつ。

〔Ｃａ2+〕全般的に降下量は少なく，流域平均で0.98である。最も多い地点で

区界（No.７）の2.29であるが，湯田（No.15)，石渕ダム（No.17）などは降下

量が微量となっている（濃度Ｔｒにより算出不可能)。比較的多量の1.0以上の

地域は流域北東部と流域中央部を北西から南東にかけての帯状の地域である。

〔Mg2+〕Ｃａ2+と同様にその降下量は少ない。また傾向もＣａ2+と同じ様に流域

平均値の0.63以上の地域は流域北東部と流域中央を北西から南東にかけての一

帯にふく‘られる。

Ⅳ考察

Ⅳ－１，各成分の起源について

空中塩分の起源としてはａ）海塩に由来するもの，ｂ）火山からの噴出物

あるいは土壌粒子など地表面から舞いあがったもの，ｃ）植物の花粉など生物

起源のもの，。）石油その他の燃焼産物のような人為的に生じたしの等が一般

的に考えられる。

わが国は周囲が海洋に面しているため，海塩に由来するものの降下が著しい

と考えられるが，沿岸部と内陸部では当然その差は大きい。2〕3)4)の6〕7)当流域は

東部は北上山地，西部は奥羽山地，北部は七時雨山，西岳等の山地に三方が囲

まれた地域である。従って当流域に降下する物質は，海塩起源かそれ以外の起

源のものかを区別する必要がある。そこで両者を区別するひとつの指標とし

て，各観測地点の各成分ごとに濃縮定数（海水中のある成分とＣｌ－との当量比

に対する採取試料中のそれとの比）を求めてみた。結果を表５および図５－１

５－２に示す．

〔SO42~〕最高値は松尾村（No.３）の33.60,最低値は花巻市矢沢（No.11）の

092であり，流域平均は18.36となっている。比較的高い値の地域は流域西部

の北上山地と北部および南西部の一部に染られ，北上川沿いの低地帯は低い値

となっている。SO42-の起源としては海水にも多量に含まれることもあって海
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塩起源のＭＩＩ合も相当さ１１tあると考えられるが，他に人為的に排'１１される浮遊ぱい

塵中の硫i1fi酸化物や石'１１１燃焼産物がＮｉ水に補足されてSO42-となる結果，淡縮
定数が著しく大きくプにることもある〔ｲ)二雲た，大気中の硫黄化合物は生物起源
も含めその動態は多くの研究者によって解明中であるが(8)，ここでは隣接する
秋田県の山間流域での観測結果と比鮫してみることにする(9)。1987年７月22日

～８月３日に実施した米代Ⅱ|水系小又)||流域(266.8kｍ2）での最高値は63.06,
最低値で20.61,流域平均で30.03となっている。山間部に位侭することもあっ
て多量の放出源は付近にゑられないが，今回の結果に比較して商い値である。
これは他地域からの迎搬輸送と推定されている。このことからも当流域ではiii
述した－部の地域を除いて大部分は海塩起源が占めているものと推定される。
〔Na+〕花巻市矢沢（No.11）の０．２２から花巻｢|J前田（No.10）の1.65の間にあ
り，流域平均は0.69である。大部分の地点が平均値に近似している。海水１１１の
ＮａＣ１の占める割合から攻て大部分は海塩起源と考えてよい。

〔Ｋ+〕朧岡（No.５)，－関本寺（No.20）の3.74から沢内村（No.14)の77.45
の間にあり，その差は極めて大きい。流域平均は23.45であり，２０を越えてい

る地域は流域北半部の東側，西側，北側でありⅢ流域のに|刀央部から南部では低
い値となっている。とくに北上)||低地部が全般的に低い。このことから北上川
低地部を中心として梅堀起源のものが多く降下したと推定される。Ｋ＋の起源
としては主として海水にも含まれるが，岩石・土壌にあると考えられる。ま
た，Ｋ+は肥料としても人為的に使用されており，’値物体に渡編されているこ
とも考えられるので，これらを老ｌはしての調査研究が必要である('0)。
〔Ca2+〕紫波（No.８)，一関本寺（No.20）の7.00から薮川（No.４）の62.25

の間にあり，流域平均は17.97である．Ｃａ2+の起源としては海塩起源も考えら
れるが，その他に内陸部では二次的供給源としての土壌粒子の空中への嫌いあ
がりも考えられる。当流域でも後述するように海風と考えられる南および南東
の風が直接あたらない北上山地西側斜面に高い値がゑられる゜

〔Mg2+〕雫石（No.６）の0.66から人首（No.18）の37.37の間にあり，流域平
均は6.74である．しかし，人首および薮川（No.４）を除けば全て平均値以下
（これらの平均値はａｌ４となる）であり，大部分が海塩起源で占められている
ように典えるが，後述するように卓越風向とあまり関係がないことから他から
の供給も考えられる。

Ⅳ－２，空中塩分の降下量と降水齢との関係

、－２で流域内の降水ﾙﾋを述べたが，ここでは空中塩分の降下趾との関係を
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表５北上川流域の各地点における濃縮定数

（1988.8.9～9.8） 

Ｒ
ｎ
 

MOI 地 ＳＯ４ Ｎａ Ｋ Ｃａ Ｍｇ 雨過､、

１ 沼宮内高等学校 30.45 0．５８ 7５．１４ １０．７７ 2．４１ 223 

２ 安比レックゴルフクラブ 1６．５０ 0．７５ 2６．９９ 3１．１３ 5．６１ 240 

３ 松尾付歴史民俗涜科館 33.60 0．３０ 30.46 7．７８ 264 

UＩ 玉山村薮jll'１，学校 1０．４７ 0．４３ 28.48 62.25 8.Ｍ 172 

５ 盛岡市青111 1５．７４ ０．７２ 3．７４ 1１．６７ 289 

６ 雫石町役場 19.5Ｕ ０．６４ 3１．０１ 1２．４５ 0．６６ 259 

７ 区界少年自然の家 28.74 ０．６５ 23.92 37.35 5．９８ 343 

８ 紫波第二中学校 14.66 0．６３ 9．９７ 7.00 210 

９ 大迫市内川目'|､学校 30.14 0．８０ 33.23 332 

1０ 花巻市iiiim'１､学校 22.45 1．６５ 34.26 1７．５１ 3．２７ 379 

1１ 花巻市矢沢中学校 0．９２ 0．２２ 9．９７ 4．６７ 252 

1２ 田瀬ダム管理支所 12.22 0．９０ 33.23 10.37 0．８３ 271 

1３ 遠野市土淵中学校 1６．２９ 1．００ 16.62 15.56 289 

1４ 沢内村若畑 1１．８４ 0．３９ 77.45 11.49 6－６７ 188 

1５ 湯田ダム管理支所 1７．５１ 0．３５ 22.15 297 

1６ 北上市黒沢尻西小学校 1７．５１ 0．５５ 4．１４ 1ｑ３７ ２．０８ 421 

1７ 石淵ダム管理支所 ３１．４２ 0．６４ 5．３４ 1032 

1８ 江刺市人首'１，学校 14.111 0．４５ 8．９０ 33.35 37.37 ２１０ 

1９ 水沢中学校 6．６０ 1.08 7．４８ 23.35 291 

2０ 一関市本寺小学校 1６．５０ 0．７６ ･3．７４ 7．００ 592 

2１ 一関市山目小学校 1８．３３ 0．９４ 6．２３ 9．３４ 0．７５ 267 

茂域平均 1８．３６ 0６９ 2３．４５ 1７．９７ ６．７４ 325 
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若干考察してゑる。調査期間中の降水壁は前述したように流域南西部の石渕ダ

ム（No.17）を中心に多量の降水があったが，この降水量分布とよく対応する

成分もいくつかみられる。

空中塩分の除去効果（大気中からの除去）としては迎搬過程における空気抵

抗，重力沈降，降水による捕捉除去作用，地上付近での樹木等によるこしとり

効果等があげられるが，雨滴が降下して地表に達するl間】に大気中に浮遊する種

々の物質を取り込むことが雨水の化学成分の主体をなすと考えられるので（ウ

ォッシュアウト）降水の除去作用が岐も大きいと推定される(u)。

今回の調査ではＣｌ-,SO42-,Ｎａ＋の降下量が降水鐙の多寡とよく対応してい

る｡このことは，これらの各物画が常時大気中に浮遊していること'すなわち常

に供給されていることを示すものと考えられる。これらに対してCa2+，Mg2+，
Ｋ+等の成分は降水111との関係はlﾘ}腺でなく，発生供給源も比較的近くに存在

する可能性も否定できない。濃度の項でも述べたようにこれらの物質は極めて

徴趾（痕跡程度）の地点もいくつかみられるように降水による希釈効果も考え

られることから，大気中に一様に分布していないものと思われる.このことか

ら発生供給源は狭い範囲内での二次的供給と推定される。

Ⅳ－３，卓越風向との関係

Ⅲ－３で調査期間中の卓越風向を（表３)，Ⅲ－４で各成分の降下雌(表４）

を述べた。これらをもとに作成したのが卓越風向と各成分降下量との841係図

（図６）である。調査期間中の卓越風向は前述したように南～南東の風系であ

る。すなわち，空中塩分のうち中・長距離を運搬された物質の輸送径路は南お

よび南東方向からと推定される。図６で変ると卓越風向によく対応しているの

はCl~およびＮａ十である。次いでＫ+，SO42~の順である。Ｃｌ~やＮａ+の大部分は
イー

太平洋（{'１１台湾を含tf）からの海塩粒子によるものと考えられⅢSO42-の一部

には仙塩工業地帯のl燃焼産物も含まれている可能性もある(4)(5)。Ｋ+は海塩起

源のものは濃縮定数値から難ても北上)'１河谷沿いに南風により運搬され降下し

たものと推定される。卓越風向との対応が比較的よくないＣａ群およびMg2+は
降下量の分布状況から鐘て供給源は極めて近いところに存在するのかもしれな

い。すなわち，近辺の土壌粒子等の嫌いあがり等である。しかし現状では資料

不足でその特定は困雌であるェ風速との関係およびミクロ的な分布状態の把握
も必要と考えられる。
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Ｖまとめ

以上，今回の調査研究で得られた結果を要約すると次のようになる。

①濃縮定数値より黙るとCl-は当然のこととしてＮａ+はほぼ海塩起源と考え
てよい。SO42-およびＫ+は北上川低地部では梅堀起源の;!;11台は大きいと推定さ

れるが，流域北部や北上111地西(Ⅲ斜lHiでは他の供給源が考えられる。Ｃａ2+は土
壌粒子等の樺いあがりによる二次的供給源が考えられ，その供給源も近いとこ
ろに存在するものと推定される。Mg2＋は濃縮>と数値より遮ると海塩起源と推
定されるが，後述するように卓越風向とはあまり関係が無いことから他の供給
源も考えられる。

②降水li{:との喫Ｉ係ではＣｌ－，Ｎａ+，SO42-の汁成分が降水1,1:の多寡とよく対応
している。すなわち，降水量の多い地点で多批の降下並が攻ら;}しる。これらの

物質は常時大気｢|羽に供給され浮遊していることを示している。

③卓越風向との関係について)(Aると，調在期間中は南～I1jjI〔の風が卓越して
おり，太平洋(IIll台湾を含む)からの物質の運搬輸送が考えられる。この卓越風
向によく対応するものがＣｌ-およびＮａ+である。Ｋ+やSO42-も比較的よく対応
するが,獅塩起源のみでなく，他の供給源も考えられる。Ｃａ2十やMg2+は卓越風
向との関係はあまりiﾘIlM〔ではなく，供給源は比較的近くにある可能性もある。

木調ｲＭ１｢究の実施にあたって,試料の分析に便宜をはかって頂いた，武蔵野

女子学院・桑原正見氏に心からお礼申しあげます。

（この調査研究報告の一部に昭和63年度法政大学特別研究助成金を使){］し

た）
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